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背景と目的
⚫食を目的とした観光であるフードツーリズムの増加

⚫新しい観光スタイルには、住民参加が必要

⚫マイクロツーリズムの登場で、地域住民の消費増加に期待

飛騨高山市を代表する食資源である飛騨牛と飛騨牛
を用いた料理に対して、高山市民がどのように捉え
ているかを明らかにする

研究の目的



研究の方法

⚫文献調査
➢観光まちづくり・フードツーリズムの知見や情報の整理

⚫インタビュー調査
➢電話やオンライン会議ツールによるインタビュー調査
➢岐阜県高山市の住民6名と飲食店経営者2名を対象とした



インタビュー調査の項目

⚫高山市民
➢地域の食資源、飛騨牛の地域固有性、
飛騨牛のブランドについて など

⚫飲食店経営者
➢来店する客層、飛騨牛を注文する人の割合、
地域住民の意識 など



調査結果のまとめ①

①食資源に対する認識
• 高冷地野菜、発酵食品が伝統的

• 飛騨牛は岐阜県の食資源

②飛騨牛の消費意向
• 日常的に消費しない

• 高価・観光客向け→馴染みがない



調査結果のまとめ②

③飛騨牛のブランドに対する評価
•全国的に高い知名度を誇るため話題づくりに

•他のブランド牛との差別化と

生産者・生産量の不足が課題

④飛騨牛の宣伝に対する認識
•海外などの地域外への宣伝がメイン



考察①

⚫住民が飛騨牛を消費しない理由
→①高価である、②観光客向けの商品である

⚫飛騨牛に対する特別感
→地域外からの来訪客やお祝い事のときにのみ

食べる



考察②

地域に根付いた食資源
Ex).トマト・ホウレンソウ・

朴葉味噌など

日常

⇒住民向けの新たな料理が開発されることによる
消費拡大の可能性

高価な食資源
観光客向けの商品

＝飛騨牛

非日常



飛騨牛と他の食資源を組み合わせた料理の開発

観光客向けの
食資源

住民に馴染み
のある食資源

⇒地域住民による飛騨牛の日常的な消費



飛騨牛と他の食資源を組み合わせた料理の開発

【案】
飛騨牛を加えた漬物ステーキ
赤かぶと飛騨牛のステーキ丼
チャーシューに飛騨牛を使用した高山ラーメン

住民の生活エリアで出店



飛騨牛以外の食資源を使用した料理の提供を推進

①ホウレンソウやトマトを使用した料理の開発

②飛騨牛を提供する飲食店で

郷土料理や地域の食材を提供

→観光客に飛騨牛以外の食資源を周知する
機会を創出



高山市が保有する食資源のPR

飛騨ブランドの食資源のPR

●販売先で飛騨ブランドの特徴を宣伝
→飛騨ブランドをPRする広告の設置

他産地との差別化を図る



隣県からの誘客推進

⚫飛騨牛の消費は観光客に依存

→新型コロナウイルス感染拡大に伴う

消費低迷・単価下落

⚫隣県からの観光客による安定した消費を
目指す



提言

●飛騨牛と他の食資源を組み合わせた料理の

開発

●飛騨牛以外の食資源を使用した料理の提供

を推進

●高山市が保有する食資源のＰＲ

●隣県からの誘客推進
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